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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

202220221212
会員数929名会員数929名

▲落ち葉が広がる城山公園（11月19日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.13％（令和 4 年 12 月 1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇市内事業所永年勤続優良従業員表彰式を挙行
　　～ 30名が表彰の栄に浴する～

◇LOBO 10月結果　
　業況は３カ月ぶり改善　～コスト増で力強さ欠く～

◇令和4年度千葉県内商工会議所会頭・副会頭会議を開催
　県内各地の重要課題を県へ要望！

◇潮流を読む
　「冬の時代でも発揮する米国の起業家文化」

◇トレンド通信
　「一つのジャンルをコンプリートするという“尖り方”」

◇職場のかんたんメンタルヘルス
　「相談の仕方」

令和4年11月30日現在令和4年11月30日現在



会 議 所 だ よ り
令 和４年 12 月 10 日（2）

　

館
山
市
長
・
館
山
商
工
会
議
所

会
頭
表
彰

◇
勤
続
30
年
以
上
　
3
名

鈴
木　

悟
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）・

渡
辺
博
子
（
㈲
房
州
日
日
新
聞

社
）・
堀
江
重
幸
（
㈱
ヤ
マ
ス
）

◇
勤
続
20
年
以
上
　
10
名

石
井
友
美
子
（
極
洋
船
舶
工
業

㈱
）・
金
子
麻
美
（
極
洋
船
舶
工

業
㈱
）・
明
石
利
徑
（
極
洋
船
舶

工
業
㈱
）・
安
田
武
司
（
㈲
青
木

酸
素
商
店　

館
山
営
業
所
）・
川

名
崇
之
（
房
州
物
流
㈱
）・
押
元　

努
（
房
州
物
流
㈱
）・
飯
田
俊
次

（
房
州
物
流
㈱
）・
山
口
哲
史
（
ラ

イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
税
理
士
法
人
）・

飯
塚
和
之
（
㈲
房
州
日
日
新
聞

社
）・
松
本
重
孝
（
㈱
岡
部
建
設
）

◇
勤
続
10
年
以
上
　
17
名

計　

誠
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）・

竹
中
源
尚
（
極
洋
船
舶
工
業
㈱
）・

和
田
博
志
（
房
州
物
流
㈱
）・
渡

邉
武
志
（
み
つ
み
ね
不
動
産
）・

今　

美
智
子
（
み
つ
み
ね
不
動

産
）・
渡　

か
ほ
る
（
み
つ
み
ね

不
動
産
）・
古
田
八
重
子
（
㈱
燦

燦
）・
干
場
正
道
（
㈲
房
州
日
日

新
聞
社
）・
笹
子
昌
治
（
㈱
ヤ
マ

ス
）・
小
髙
和
男
（
昭
和
運
送
興

業
㈱
）・
青
木　

大
（
昭
和
運
送

興
業
㈱
）・
黒
川
正
臣
（
昭
和
運

送
興
業
㈱
）・
須
田
浩
子
（
昭
和

運
送
興
業
㈱
）・
柿
澤
正
義
（
昭

和
運
送
興
業
㈱
）・
小
林
真
由
美

（
㈱
房
洋
堂
）・
林　

み
え
こ
（
㈱

房
洋
堂
）・
高
橋
哲
也
（
㈲
鈴
木

モ
ー
タ
ー
ス
商
会
）

　

館
山
市
と
館
山
商
工
会
議
所
が
共
催
す
る
、
令
和
４
年
度
市
内
事
業
所
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
式
が
、
12
月
６
日
（
火
）
館
山
商
工
会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
制
度
は
、
他
の
模
範
と
な
る
勤
労
意
欲
と
誇
り
高
い
愛
社
精
神
で
、
永
年
に

わ
た
り
所
属
企
業
の
発
展
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済
を
力
強
く
支
え
る
原
動
力
で
あ

る
優
秀
な
従
業
員
を
表
彰
す
る
、
権
威
の
高
い
表
彰
制
度
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
館
山
市
長
・
館
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
、
勤
続
30
年
以
上

３
名
、
勤
続
20
年
以
上
10
名
、
勤
続
10
年
以
上
17
名
、
合
計
30
名
の
皆
様
で
す
。
氏
名
及

び
事
業
所
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

市
内
事
業
所
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

令和4年度30名が表彰の栄に浴する
おめでとうございます！

30年以上代表　鈴木　悟さん

代表者謝辞　堀江重幸さん

20年以上代表　押元　努さん10年以上代表　小林真由美さん



会 議 所 だ よ り
（3）令 和４年 12 月 10 日

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

　

日
本
商
工
会
議
所
は
10
月
31

日
、10
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
結
果
を

発
表
し
た
。10
月
の
全
産
業
合
計

の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
20
・
7
と
前
月

比
で
２・６
㌽
改
善
し
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
22
・
２（
今
月
比
マ

イ
ナ
ス
１・５
㌽
）。業
種
別
で
は
、

建
設
を
除
き
、
製
造
、
卸
売
、
小

売
、
サ
ー
ビ
ス
の
４
業
種
で
業
況
が

改
善
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
北

陸
信
越
、
関
東
、
関
西
、四
国
、
九

州
の
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
改
善
し
た
も
の

の
、
東
北
、
東
海
は
横
ば
い
。北
海

道
、中
国
で
は
悪
化
と
な
り
、地
域

に
よ
っ
て
景
況
感
に
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
る
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
10
月
結
果
で

は
、全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
20
・

７（
前
月
比
プ
ラ
ス
２・６
㌽
）と
な

り
、３
カ
月
ぶ
り
に
改
善
。

水
際
対
策
の
緩
和
や
全
国
旅
行

支
援
に
よ
る
客
足
回
復
で
、飲
食
・

宿
泊
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
、百

貨
店
な
ど
の
小
売
業
で
業
況
が
改

善
し
た
ほ
か
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
向

け
の
引
き
合
い
増
加
で
卸
売
業
も

改
善
し
た
。

LOBO
10月結果

業
況
は
３
カ
月
ぶ
り
改
善

業
況
は
３
カ
月
ぶ
り
改
善

～
コ
ス
ト
増
で
力
強
さ
欠
く
～

～
コ
ス
ト
増
で
力
強
さ
欠
く
～

　

製
造
業
で
も
消
費
者
向
け
の
飲

食
品
関
連
や
日
用
品
の
受
注
増
に

よ
り
業
況
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
が
、

建
設
資
材
価
格
の
高
騰
が
続
く

建
設
業
で
は
、
価
格
転
嫁
も
十
分

に
行
え
ず
、
業
況
悪
化
が
継
続
。

感
染
状
況
が
小
康
状
態
と
な
り
、

売
上
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
資

源
・
原
材
料
価
格
高
騰
の
長
期
化

や
、１
５
０
円
台
ま
で
進
ん
だ
円
安

な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
さ
ら
な

る
重
荷
と
な
り
、
中
小
企
業
の
業

況
は
改
善
を
示
す
も
力
強
さ
を
欠

い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
22・２

（
今
月
比
マ
イ
ナ
ス
１・５
㌽
）。経

済
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
中
、

設
備
投
資
な
ど
の
民
間
工
事
の
受

注
増
を
期
待
す
る
声
が
建
設
業
で

聞
か
れ
た
。

　
一方
で
、
資
源
・
原
材
料
価
格
の

高
騰
や
円
安
の
継
続
、
人
手
不
足

に
伴
う
人
件
費
増
加
や
電
気
代
の

上
昇
な
ど
、数
多
く
の
コ
ス
ト
増
要

因
に
よ
る
企
業
経
営
へ
の
影
響
に

つ
い
て
も
懸
念
が
広
が
る
。さ
ら
に

欧
米
の
イ
ン
フ
レ
対
策
な
ど
に
よ

る
世
界
経
済
の
鈍
化
へ
の
不
安
感

も
重
な
り
、
中
小
企
業
の
先
行
き

は
警
戒
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

建
設
業
で
は
、
設
備
投
資
や
住

宅
関
連
な
ど
の
民
間
工
事
は
堅
調

に
推
移
も
、
建
設
資
材
価
格
や
燃

料
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
資
材
や

重
機
の
納
期
遅
れ
に
よ
る
工
期
長

期
化
で
人
件
費
負
担
も
増
加
し
、

悪
化
。製
造
業
で
は
、円
安
に
よ
る

輸
入
部
材
の
高
騰
や
燃
料
価
格

上
昇
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
は
継

続
も
、人
流
の
回
復
に
よ
る
飲
食
・

宿
泊
関
連
の
飲
食
料
品
や
小
売

店
向
け
日
用
品
の
受
注
増
加
が
寄

与
し
、改
善
し
た
。

　

卸
売
業
で
は
、
燃
料
価
格
の
上

昇
に
よ
る
輸
送
費
や
包
装
資
材
の

高
騰
は
継
続
す
る
一
方
、
百
貨
店

な
ど
の
小
売
業
向
け
、飲
食
・
宿
泊

業
向
け
中
心
に
引
き
合
い
が
増
加

し
、
改
善
。小
売
業
で
は
、
水
際
対

策
の
緩
和
や
全
国
旅
行
支
援
に
よ

り
、
高
額
品
の
需
要
が
堅
調
に
推

移
し
た
百
貨
店
を
中
心
に
、
改
善

し
た
。サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
事
業
者

か
ら
人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、「
少

人
数
客
の
宴
会
は
戻
っ
て
き
た
が
、

客
数
に
見
合
う
従
業
員
の
確
保
が

で
き
て
い
な
い
」（
飲
食
）
と
いっ
た

声
も
聞
か
れ
た
。



会 議 所 だ よ り
令 和４年 12 月 10 日（4）

県
内
各
地
の
重
要
課
題
を
県
へ
要
望
！

熊
谷
知
事
と
21
商
工
会
議
所
の
代
表
が
意
見
交
換
を
実
施

～
令
和
４
年
度
千
葉
県
内
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
会
議
を
開
催
～

　
千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
、
11
月
21
日
（
月
）
に
県
内
21
の
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
に
よ
る
会
議

を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
熊
谷
俊
人
千
葉
県
知
事
を
筆
頭
に
県
庁
か
ら
部
課
長
を
お
招
き
し
、
各
地
域
に

お
け
る
重
要
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
正
副
会
頭
が
直
接
要
望
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
す
る
観
点
か
ら
、
本
年
度
は
各
地
会
議
所
か
ら
代
表
１
名
と
随
行
１
名
に
出
席
者
が
制
限

さ
れ
た
こ
の
会
議
に
、
当
所
か
ら
は
安
田
信
之
会
頭
、
上
野　
学
専
務
理
事
が
出
席
し
、
千
葉
県
に
よ
る
支
援
を

要
す
る
重
要
な
地
域
課
題
と
し
て
、
①
Ｊ
Ｒ
内
房
線
の
利
便
性
向
上
、
②
「
館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
」
の
機
能

強
化
、
③
幹
線
道
路
網
の
整
備
の
３
点
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

「
交
通
網
の
整
備
」
関
係

【
要
望
事
項
①
】

　

館
山
市
を
中
心
と
し
た
南
房

総
地
域
に
お
け
る
一
層
の
観
光
振

興
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
実
現
す

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
内
房
線
に
お
い
て
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
列
車

の
運
行
や
、
快
速
列
車
の
運
行
等

に
よ
る
通
勤
・
通
学
客
の
利
便
性

向
上
、
安
全
・
安
心
な
利
用
環
境

の
維
持
な
ど
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

【
千
葉
県
の
回
答
】

　

内
房
線
は
、
沿
線
の
地
域
住
民

の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
南
房

総
地
域
の
観
光
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
振
興
の
た
め
に
、
き
わ
め
て

重
要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
と
市
町
村
等
で

構
成
す
る｢

千
葉
県
Ｊ
Ｒ
線
複
線

化
等
促
進
期
成
同
盟｣

を
通
じ
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、
内
房
線
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
、
毎
年
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
中
で
、
２
両
編
成
の
列

車
の
混
雑
緩
和
や
、
観
光
客
の
誘

致
を
目
的
と
し
た
列
車
の
運
行
、

運
行
本
数
の
維
持
な
ど
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
沿
線
市
町
村
と
連

携
し
て
、
鉄
道
の
利
便
性
向
上
や

地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
組
の
推

進
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
開
発
・
地
域
振
興
」
関
係

【
要
望
事
項
②
】

　

多
様
な
船
舶
の
一
時
寄
港
が
可

能
と
な
る
よ
う
「
館
山
港
多
目
的

桟
橋
」
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

【
千
葉
県
の
回
答
】

　

館
山
港
多
目
的
桟
橋
は
、
平

成
22
年
の
供
用
開
始
以
来
、「
に
っ

ぽ
ん
丸
」
等
の
旅
客
船
や
、
伊
豆

大
島
と
の
観
光
船
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、
よ
り
多
様
な
船
舶
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
、
小
型
船
用
桟
橋
の

増
設
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
桟
橋
の
更
な
る

利
用
増
進
に
向
け
、
桟
橋
を
利
用

し
て
い
る
企
業
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
桟
橋
先
端
部

に
お
い
て
、
バ
ス
が
安
全
に
転
回
、

待
機
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
求

め
る
意
見
を
多
く
頂
い
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
桟
橋
の
安

全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
桟
橋

先
端
部
の
拡
幅
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
バ
ス
の
転
回

や
待
機
に
必
要
な
施
設
の
規
模
と

配
置
に
つ
い
て
、
館
山
港
港
湾
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
整
備
計
画
に
合
わ
せ

て
決
定
し
、
現
在
下
部
工
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
速
ジ
ェッ
ト
船
係
留
時
の
波

２０２３年開運カレンダー
先着３０名様にプレゼント
当所作成の２０２３年開運カレンダー
「大吉招福ごよみ」を会員の中から
先着３０名様に差し上げます。
ご希望の方は
☎２２‐８３３０までお申し込み下さい。
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浪
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
は
同
桟
橋
の
改
良
の
参
考

と
な
る
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
、
継
続
し
て
技

術
革
新
な
ど
の
情
報
の
収
集
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
交
通
網
の
整
備
」
関
係

【
要
望
事
項
③
】

　

南
房
総
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
幹
線
道
路

の
整
備
に
つ
い
て

【
千
葉
県
の
回
答
】

【
一
般
国
道
富
津
館
山
道
路
の
４
車

線
化
】

　

富
津
館
山
道
路
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
と
事
業
実
施
に
必
要
と

な
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き

を
沿
線
市
町
と
連
携
し
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
早

期
４
車
線
の
事
業
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
国
道
１
２
７
号
館
山
バ
イ
パ
ス
の

早
期
４
車
線
化
及
び
地
域
防
災
力

強
化
及
び
防
災
・
減
災
を
図
る
た

め
の
道
路
防
災
対
策
】

　

富
浦
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
館

山
市
内
ま
で
の
国
道
１
２
７
号
の

館
富
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
川
名
・
富

浦
地
区
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
に
お
い
て
館
富
ト
ン
ネ
ル

の
東
側
に
新
た
に
整
備
す
る
ト
ン

ネ
ル
の
詳
細
設
計
を
進
め
る
と
と

も
に
、
館
山
市
側
に
お
い
て
、
切

土
工
事
や
の
り
面
工
事
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
国
道
１
２
７
号

防
災
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、　　

国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
域
高
規
格
道
路
「
館
山
・
鴨

川
道
路
」
の
早
期
具
体
化
及
び

整
備
】

　

館
山
・
鴨
川
道
路
に
つ
い
て

は
、
地
元
市
町
と
と
も
に
、
優
先　
　

整
備
区
間
を
検
討
す
る
た
め
、
道

路
交
通
に
関
す
る
課
題
の
抽
出
や

整
理
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
地
域

が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
東
京
湾
口
道
路
の
早
期
具
体
化
】

　

県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
東

京
湾
口
道
路
の
実
現
に
必
要
な　
　

調
査
に
つ
い
て
国
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
船
形
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
】

　

船
形
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
、
県
が
県

道
犬
掛
館
山
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

整
備
し
て
い
る
０
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
区
間
に
つ
い
て
は
、　

現
在
、
用

地
取
得
率
が
約
８
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
残
る
用
地
の
取
得

を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
、

福
沢
川
を
渡
河
す
る
橋
梁
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。
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潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

「
冬
の
時
代
で
も
強
み
を
発
揮
す
る
米
国
の
起
業
家
文
化
」

「
冬
の
時
代
で
も
強
み
を
発
揮
す
る
米
国
の
起
業
家
文
化
」

　

９
月
の
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
米
国
に
出
張
し
た
。
米
国
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
開
業
し
て
間
も
な

い
企
業
）
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
を
創
出
し
、
新
た
な
事

業
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
段
階
的
に

企
業
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
を
産

学
官
で
支
援
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
生

み
出
す
生
態
系
）
を
調
査
す
る
た

め
で
あ
る
。
行
っ
て
み
て
、
そ
の
裾

野
の
広
さ
を
改
め
て
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
大
企
業
の
確
立

し
た
企
業
文
化
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
米
国
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
モ
ノ
や
仕
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
、

組
織
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
に
新

た
な
考
え
方
や
技
術
を
取
り
入
れ

て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
社

会
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
革
新
や
刷

新
、
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。「
上
場
企
業
よ
り
も
ユ
ニ

コ
ー
ン
の
冬
の
時
代
が
も
っ
と
続
く

と
思
っ
て
い
る
」
と
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

グ
ル
ー
プ
の
孫
正
義
代
表
取
締
役

会
長
は
８
月
の
決
算
説
明
会
［
注

１
］
で
述
べ
た
。
さ
ら
に
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｓ
Ｖ

Ｆ
）
事
業
［
注
２
］
の
過
去
最
大

の
赤
字
の
原
因
を
説
明
す
る
際
に

は
、
企
業
価
値
10
億
ド
ル
以
上
の

大
手
未
公
開
企
業
（
＝
ユ
ニ
コ
ー

ン
）
の
企
業
評
価
に
つ
い
て
も
厳

し
い
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
Ｓ
Ｖ
Ｆ
事
業
の
運
営
コ

ス
ト
の
削
減
を
明
言
す
る
と
と
も

に
、「
新
た
に
投
資
し
な
く
て
も
こ

こ
に
金
の
卵
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

い
う
こ
と
を
信
じ
な
が
ら
、
そ
こ

を
し
っ
か
り
と
育
て
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
今
は
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
し
、
新
規
投
資
企
業
の

選
別
を
強
め
る
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。
９
月
中
旬
に
は
、
Ｓ
Ｖ
Ｆ
３

号
の
設
立
を
検
討
し
て
い
る
と
の

報
道
も
あ
っ
た
［
注
３
］。
社
会
・

経
済
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
変
革
さ
せ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
ユ

ニ
コ
ー
ン
の
力
に
対
す
る
孫
氏
の
信

頼
は
揺
ら
い
で
い
な
い
と
解
釈
で
き

る
。
ま
た
、
既
存
の
大
手
上
場
企

業
の
多
く
が
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
が
創
出

し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
名
の
下
、
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は

コ
ア
事
業
の
変
革
ま
で
迫
ら
れ
て
い

る
。
直
近
の
10
年
間
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
市
場
（
Ｐ
Ｅ
市
場

＝
未
公
開
株
式
市
場
）
は
多
数
の

ユ
ニ
コ
ー
ン
を
着
実
に
生
み
出
し
て

お
り
、
Ｐ
Ｅ
市
場
の
果
た
し
て
き

た
役
割
は
大
き
い
。
直
近
、
大
手

の
上
場
テ
ッ
ク
企
業
（
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る

企
業
）
の
株
価
が
大
幅
に
下
落
し

て
お
り
、
そ
れ
が
未
公
開
株
式
市

場
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
焦
点
を

当
て
て
「
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
冬
の
時
代
」

を
強
調
し
て
悲
観
す
る
前
に
、
ユ
ニ

コ
ー
ン
の
冬
の
時
代
に
対
す
る
Ｐ
Ｅ

市
場
の
耐
性
と
そ
の
将
来
性
を
見

通
す
べ
く
、
同
市
場
が
こ
れ
ま
で

果
た
し
て
き
た
役
割
と
存
在
意
義

を
客
観
的
に
把
握
し
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

米
国
の
Ｐ
Ｅ
市
場
に
は
、
過
去

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
安
住
せ
ず
、

将
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
見
い
だ

す
目
利
き
力
を
強
化
す
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
根
付
い
て

い
る
た
め
、
見
通
し
は
そ
れ
ほ
ど

悲
観
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
目
利

き
力
と
は
、成
長
が
確
実
な
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
ア
イ
デ
ア
を
見
極
め
る

力
を
指
す
。
そ
の
力
を
構
成
す

る
の
は
、
多
数
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
投
資

で
き
る
だ
け
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
力
と
、
そ
う
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
中
か
ら
成
功
す
る
企
業
を
選

別
し
、
さ
ら
に
育
て
る
力
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
強
化
し
、
投
資
し
た
企

業
の
う
ち
成
功
す
る
企
業
の
割
合

を
高
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
目
利

き
力
は
強
化
さ
れ
る
。
米
国
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
世
界
規
模
で

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結

果
、
投
資
対
象
の
ユ
ニ
バ
ー
ス
も
世

界
規
模
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
米
国
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
育
て
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
目
利
き
力
、
つ
ま

り
成
功
確
率
を
高
め
る
上
で
明
ら

か
な
優
位
性
が
あ
る
。
創
造
性
よ

り
も
資
金
あ
り
き
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
今
回
の
よ
う
な

経
済
的
な
逆
風
が
吹
く
と
、
そ
の

持
続
性
が
た
ち
ま
ち
低
下
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
は
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
て
い
く
上

で
、
非
常
に
重
要
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。（
10

月
18
日
執
筆
）

［
注
１
］

　

�

２
０
２
２
年
８
月
８
日
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
23
年

３
月
期
第
１
四
半
期
決
算
説
明

会
に
お
け
る
孫
正
義
氏
の
連
結

業
績
に
つ
い
て
の
説
明
。

［
注
２
］

　

�

23
年
３
月
期
第
１
四
半
期
末
の

時
価
純
資
産
総
額
（
Ｎ
Ａ
Ｖ
）

18
．５
兆
円
と
な
っ
た
フ
ァ
ン
ド
。

同
期
末
の
投
資
先
数
は
４
７
３

社
。
累
積
利
益
は
20
年
度
末

時
点
で
は
７
兆
９
４
５
億
円
ま

で
含
み
益
が
拡
大
し
た
が
、
同

期
末
で
は
１
１
２
２
億
円
ま
で

含
み
益
が
縮
小
。

［
注
３
］ 
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「
オ
タ
ク
の
基
本
は
リ
ス
ト
を
埋

め
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
分
野
で
マ
ニ
ア
に
な
る

よ
う
な
人
は
、
自
分
の
好
き
な
も

の
や
、
手
に
入
り
や
す
い
も
の
だ

け
で
満
足
で
き
ず
、
そ
の
分
野
の

全
て
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
（
完
全
制

覇
）
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
、
と

い
う
意
味
で
す
。

　

若
者
に
限
ら
ず
、
所
得
が
伸
び

な
い
時
代
の
消
費
ス
タ
イ
ル
と
し

て
、
特
に
こ
だ
わ
り
の
な
い
と
こ
ろ

は
節
約
し
、
好
き
な
分
野
に
は
お

金
を
使
う
、
一
人
の
中
で
二
極
分

化
の
傾
向
が
出
て
い
ま
す
。

　

東
京
・
築
地
に
ク
ニ
ザ
ケ
屋
（
Ｋ

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｅ
―
Ｙ
Ａ
）
と
い
う

小
さ
な
立
ち
飲
み
シ
ョッ
ト
バ
ー
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
店
は
47
都
道
府

県
の
地
酒
が
必
ず
そ
ろ
っ
て
い
る

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
売
り
で
す
。

お
客
さ
ん
は
「
今
日
は
〇
〇
県
と

〇
〇
県
」
と
い
っ
た
具
合
に
注
文

し
ま
す
。
た
だ
し
各
地
全
て
の
有

名
銘
柄
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
１
県
に
一つ
の
銘
柄
は
有

名
・
無
名
を
問
わ
ず
マ
ス
タ
ー
の

考
え
で
そ
ろ
え
て
い
て
、
そ
れ
が

随
時
入
れ
替
わ
る
仕
組
み
で
す
。

お
つ
ま
み
も
全
国
各
地
か
ら
日
本

酒
に
合
う
も
の
が
10
種
類
ほ
ど
提

供
さ
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
個
人
経
営
の
店
な
の

で
、
た
く
さ
ん
の
在
庫
を
持
て
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
４
合
瓶
（
７
２

０
㎖
）
単
位
で
冷
蔵
庫
に
入
れ
て

管
理
し
て
提
供
し
、
一つ
の
銘
柄
が

な
く
な
れ
ば
、
ま
た
次
の
銘
柄
の

瓶
に
入
れ
替
え
る
と
い
っ
た
具
合

で
す
。
こ
の
店
は
、
も
と
も
と
旅

行
マ
ニ
ア
だ
っ
た
マ
ス
タ
ー
が
各
地

を
旅
す
る
う
ち
に
出
合
っ
た
お
酒

を
紹
介
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

脱
サ
ラ
し
て
始
め
ま
し
た
。
今
で

も
、
月
に
１
度
は
定
期
的
に
全
国

各
地
を
旅
し
て
酒
蔵
を
訪
問
し
た

り
、
地
方
の
酒
屋
さ
ん
を
巡
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
東
京
で
は
な
か

な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
銘
柄
の

地
酒
を
仕
入
れ
て
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
「
47
都
道
府
県
の
お
酒
を
必
ず

置
く
店
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
意

味
、
自
身
が
マ
ニ
ア
で
あ
り
、
飲

食
業
の
素
人
の
発
想
だ
か
ら
実
現

で
き
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
い
え
そ
う

で
す
。
ま
ず
、
飲
食
店
の
経
営

を
普
通
に
考
え
れ
ば
、
安
定
し
て

売
れ
て
利
益
率
の
高
い
商
品
だ
け

を
、
ま
と
め
た
り
定
期
的
に
仕
入

れ
た
り
す
る
こ
と
で
原
価
を
下
げ

た
い
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
売
れ

る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
在
庫
を

少
量
ず
つ
多
品
目
で
持
つ
の
は
基

本
的
に
プ
ロ
な
ら
避
け
た
い
方
向

で
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
一つ
の
銘
柄
は

４
合
瓶
単
位
で
仕
入
れ
て
売
る
の

も
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
減
ら
す

工
夫
で
す
が
、
ほ
か
に
も
提
供
す

る
単
位
を
小
さ
く
し
て
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
銘
柄
を
満
遍
な
く
試

し
て
も
ら
い
、
在
庫
の
偏
り
を
減

ら
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
日
本

酒
に
こ
だ
わ
る
居
酒
屋
で
よ
く
あ

る
の
は
、
１
合
（
１
８
０
㎖
）
単

位
や
、
そ
の
半
分
の
５
勺
（
し
ゃ

く
）（
90
㎖
）
が
入
る
グ
ラ
ス
で
提

供
す
る
方
法
で
す
。
何
人
か
で
シ
ェ

ア
す
る
場
合
は
、
２
合
単
位
で
出

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ニ
ザ
ケ
屋
で
は
、
立
ち
飲
み
の

一
人
客
が
多
い
た
め
、
提
供
は
５

勺
の
グ
ラ
ス
単
位
で
す
が
、
さ
ら

に
小
さ
い
60
㎖
の
グ
ラ
ス
で
も
提
供

し
て
い
ま
す
。
自
分
が
知
ら
な
い

地
域
の
知
ら
な
い
銘
柄
を
少
し
ず

つ
試
し
て
み
た
い
と
い
う
客
も
多

く
、
こ
の
方
が
量
よ
り
種
類
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
47
都
道
府
県
を
完
全

制
覇
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
店

が
実
現
し
ま
し
た
。
立
ち
飲
み
の

気
軽
さ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の

日
本
酒
を
経
験
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
特
に
日
本
酒
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
女
性
客
に
人
気
の
店
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員　
　

渡
辺　

和
博

「
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す
る
と
い
う〝
尖
り
方
〟」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
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　写真集・自費出版　etc…
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自動車買取致します自動車買取致します
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相
談
は
仕
事
上
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
本
来
は
解
決
策
を
求
め
て

行
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
相
談
の

仕
方
に
よ
っ
て
は
、
問
題
の
解
決
ど
こ

ろ
か
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
相
手
が
協
力
的
に
な
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
相
談
の
仕
方
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

　

ま
ず
「
何
が
問
題
で
、
ど
う
解
決

し
た
い
の
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
困
っ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
不
平
不
満
を
並
べ
る
の

も
あ
り
で
す
が
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
場
で

は
「
相
談
」
と
い
う
名
目
で
愚
痴
る
の

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
業
務
内
容
で
よ
く
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
時
、「
○
○
の
や
り

方
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
」
と

い
う
だ
け
で
は
、「
ど
う
し
た
い
の
？
」

と
い
う
反
応
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
○
○
が
で
き
な
く
て
困
っ
て

い
る
の
で
、
誰
に
聞
け
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」「
ど
の
フ
ァ
イ
ル
を
確
認
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ど
、
困
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
具
体
的
な
解
決
方
法

を
見
つ
け
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る

こ
と
。
そ
れ
が
、
有
効
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
た
め
の
コ
ツ
で
す
。

　

こ
れ
は
、
職
場
で
の
人
間
関
係
に
お

い
て
も
同
様
で
す
。
漠
然
と
「
悩
ん
で

い
る
」
で
は
な
く
、
人
間
関
係
が
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

に
業
務
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
は
っ
き
り
と

示
す
こ
と
で
、
具
体
的
な
解
決
策
を
一

緒
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
○
○
さ
ん
の
ミ
ス
が
多
い
か
ら
、
そ

の
後
始
末
が
大
変
で
困
っ
て
い
ま
す
」

と
不
満
を
ぶ
つ
け
た
り
、「
ど
う
も
部

長
に
嫌
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
…
…
」
と

泣
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
感
情

的
に
話
す
ほ
ど
、
本
質
的
な
問
題
解

決
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
感
情
的
な
言
葉
や

態
度
で
相
談
さ
れ
る
と
、
相
手
は
「
仕

事
の
た
め
の
相
談
を
聞
く
」
モ
ー
ド
か

ら
「
感
情
的
な
愚
痴
を
聞
く
」
モ
ー

ド
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
単
な
る
愚
痴
な
ら
ば
適

当
に
聞
き
流
せ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

待
ち
受
け
て
お
り
、
自
分
の
努
力
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
普
段
か
ら
仲
間
や
先
輩
、
上

司
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と

で
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て

お
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
誰
に
ど

の
よ
う
な
言
葉
で
相
談
を
持
ち
掛
け
る

か
を
慎
重
に
考
え
て
、
有
意
義
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、
相
談
と
言
い

な
が
ら
、
文
句
や
愚
痴
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ぜ
ひ
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　

代
表
理
事　
　

大
野　

萌
子

　
　「
相
談
の
仕
方
」


